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1　軸方向におけるブロック分割の考え方（１）
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1　軸方向におけるブロック分割の考え方（２）
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2　検討の目的と方法

[目的]
７号機非常用取水路の、軸方向の健全性を評価する。

[検討の方法]

応力度に関する評価（曲げ・軸力、せん断力）

ブロック間相関変位量に関する評価
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3　応力度に関する評価　3.1　検討方法の概念（１）
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3.1　検討方法の概念（２）

BL

地盤ばね（軸方向および軸直角方向）

水平方向地盤変位分
布取水路一般部

（梁要素）

軸方向地盤変位分布
（φ＝0°のときは変位＝0）

BL

波長　Lブロック長

解析で用いる地盤変位分布

梁要素と地盤ばねからなる取水路一般部　1ブロックの解析モデル
に、静的に地盤変位分布を与えて断面力を算出し、応力度を照査

変位分布Ⅰ

変位分布ⅡBL



6目的外使用禁止　東京電力株式会社

3.2　解析モデル

線形梁要素（取水路）軸直角方向地盤ばね
（軸直角方向変位を入力）

軸方向地盤ばね
（軸方向変位を入力）

15.0m（取水路一般部の最大ブロック長）

※K1、K2は単位長さあたりのばね定数

地盤ばね定数 : 道路橋示方書・同解説　下部構造編（日本道路協会、
H14.3）の考え方に従って算出

51.6

51.6

断面積

A（m2）

3.76×1052.40×105295.525
鉛直変位

入力モデル

2.65×1052.40×1051385.825
水平変位

入力モデル

軸直角方向

地盤ばね定数

K2（kN/m）

軸方向地盤
ばね定数

K1（kN/m）

断面二次

モーメント

I（m4）

ヤング率

E（kN/mm2）
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3.3　地盤変位分布

波長 L ：共同溝指針（日本道路協会、S61.3）の考え方に沿って算出

最大変位振幅 A : 取水路（一般部）高さ中心－西山層上面間の最大相対変位
　　　　　　　　（水平方向および鉛直方向）

埋戻土層

洪積粘性土層(Ⅰ)
洪積粘性土層(Ⅱ)
洪積砂質土層(Ⅰ)

西山層

▽T.M.S.L.+12.0m

▽T.M.S.L.－60.0m

洪積砂質土層(Ⅱ)

洪積粘性土層(Ⅱ)
洪積粘性土層(Ⅲ)

洪積粘性土層(Ⅲ)

●：着目点
西山層

0.122245.8鉛直方向

4.34245.8水平方向

最大変位振幅　A（cm）波長　L(m)
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3.3　曲げ・軸力による照査結果
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3.4　せん断力による照査結果
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4　ブロック間相対変位に関する評価

各構造物の高さ中心－西山層上面間の最大相対変位量
（水平方向および鉛直方向）

隣接するブロック間の最大相対変位量は、最も安全側に考慮すれば各位
置における最大相対変位量の２倍（隣接する２ブロックが逆位相に変位
する場合）

耐震ジョイントの限界性能（伸び30cm、ずれ40cm）よりも十分に小さい。

0.1224.34取水路（一般部）

0.02320.343補機冷却用海水取水路（北側）

0.01640.299補機冷却用海水取水路（南側）

0.2923.89スクリーン室

鉛直（cm）水平（cm）
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5　まとめ

[応力度に関する評価結果]

軸方向に発生する引張応力度はコンクリート引張強度
に対して十分に小さく、発生せん断力もせん断耐力に
比べて十分に小さい ことを確認

[ブロック間相対変位量に関する評価結果]

隣接するブロック間の最大相対変位量は、耐震ジョイ
ントの限界性能よりも十分に小さいことを確認


